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１
１
１
－
文
庫
め
ぐ
り
一

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館

［
来
歴
と
概
要
］
京
都
の
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
に
は
多
く
の
古
医

書
が
所
蔵
さ
れ
、
国
耆
は
四
二
○
部
三
五
九
書
目
、
漢
籍
は
三
三
二

部
・
二
六
二
書
目
あ
り
、
総
数
は
約
五
千
冊
に
お
よ
ぶ
。

当
大
学
は
西
本
願
寺
系
で
、
淵
源
は
本
願
寺
第
十
三
世
宗
主
の
良

如
上
人
が
寛
永
十
六
年
二
六
三
九
）
に
学
寮
を
開
設
し
た
と
き
に

遡
る
。
一
方
、
歴
代
宗
主
の
蔵
書
「
写
字
台
文
庫
」
に
は
仏
典
以
外

に
、
日
本
・
中
国
の
各
分
野
の
書
が
蒐
集
さ
れ
て
き
た
。
第
二
十
一

世
宗
主
明
如
上
人
の
と
き
、
明
治
二
十
五
年
と
同
三
十
七
年
の
二
度

に
わ
た
っ
て
写
字
台
文
庫
か
ら
約
四
万
点
の
書
籍
が
当
大
学
に
寄
贈

さ
れ
た
。
ま
た
旧
大
学
令
に
基
づ
く
大
学
と
し
て
認
可
さ
れ
る
際
、

全
国
の
本
願
寺
末
寺
か
ら
も
書
籍
が
寄
贈
さ
れ
た
。
当
大
学
大
宮
図

書
館
所
蔵
の
古
典
籍
は
、
こ
れ
ら
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
。

ま
た
敦
埋
・
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
所
蔵
も
世
界
屈
指
で
、
そ
れ
ら

は
門
主
・
大
谷
光
瑞
の
明
治
四
十
一
年
の
命
に
よ
る
大
谷
探
検
隊
が

将
来
し
た
。
な
か
に
は
医
薬
関
連
文
書
も
あ
り
、
唐
の
開
元
六
年

（
七
一
八
）
筆
写
の
『
本
草
集
注
」
巻
一
な
ど
が
著
名
。

当
図
書
館
の
和
漢
古
医
書
は
、
国
害
が
室
町
写
本
以
降
、
漢
籍
が

明
前
期
刊
本
以
降
か
ら
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
刊
本
・
写
本
は
な
い
。

こ
れ
は
写
字
台
文
庫
の
開
設
時
期
に
関
連
す
る
ら
し
い
。
ま
た
中
国

(18）

版
は
明
・
情
の
全
時
期
に
わ
た
っ
て
お
り
、
多
く
が
他
の
所
蔵
を
経

て
い
な
い
の
で
、
全
江
戸
期
を
通
し
て
長
崎
か
ら
直
接
購
入
さ
れ
て

い
た
可
能
性
が
高
い
。

貴
重
医
薬
害
は
嘉
靖
年
間
以
前
の
明
版
、
室
町
写
本
・
江
戸
初
期

貴
重
版
・
名
家
自
筆
本
な
ど
計
三
七
点
。
う
ち
国
書
で
は
、
十
点
に

お
よ
ぶ
松
岡
玄
達
（
一
六
六
八
～
一
七
四
六
）
自
筆
の
浅
井
周
伯

二
六
四
三
～
一
七
○
五
）
講
義
録
が
特
筆
さ
れ
る
。
漢
籍
で
は
明

版
の
八
巻
本
「
日
用
本
草
」
が
世
界
唯
一
の
所
蔵
で
、
こ
う
し
た
中

国
で
散
逸
し
た
医
薬
害
も
二
部
・
八
書
目
が
所
蔵
さ
れ
る
。

［
蔵
書
目
録
］
「
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
和
漢
古
典
籍
分
類
目
録

（
自
然
科
学
之
部
）
」
、
同
図
書
館
編
、
一
九
九
七
。
『
龍
谷
大
学
大
宮

図
書
館
和
漢
古
典
籍
貴
重
害
解
題
（
自
然
科
学
之
部
）
』
、
真
柳
誠

編
、
一
九
九
七
。

［
所
在
地
］
〒
六
○
○
’
八
二
六
八
京
都
市
下
京
区
七
条
通
大
宮

東
入
ル
電
話
○
七
五
’
三
四
三
’
三
三
一
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
七
五
’
三
四
四
’
○
三
四
五

閏
弔
胃
ｇ
茎
○
℃
胃
．
一
ざ
．
ご
匡
穴
○
戸
色
・
凹
旦
又
○
○
日
ご
画
．
三
ョ

［
利
用
法
］
利
用
に
は
大
学
図
書
館
な
い
し
公
共
図
書
館
の
紹
介

状
、
貴
重
書
・
准
貴
重
言
の
閲
覧
と
複
写
は
事
前
申
請
と
許
可
が
必

要
。
な
お
前
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
充
実
し
て
お
り
、
目
録
書
誌
の
検

索
や
西
域
文
書
・
貴
重
書
全
頁
の
閲
覧
等
が
で
き
る
。

（
真
柳
誠
）


